K から Q まで 

寺 田寅彦 



電車 停留 場の プラット フォ— ムに 「安全地帯」 と 書 

がんじょう 

いた 建 札が 立って いる。 巌 丈な 鉄棒の 頂上に 鉄の 円 

盤 を 固定した もので、 人の 手の 力く らいで は 容易に 曲 

げ 動かす ことが 出来ない ように 出来て いる。 それが、 

どうした のか ひどく 折れ 曲って 変態 仮名の※ 〔# 変体 

仮名く、 181-5U の 字の ようになつ ている のが ある。 卜 

ラックで も 衝突した かと 思われる。 鉄棒が こんな 目に 

遭う くらいだ から 人間に と つ て は あまり 安全な 地帯で 

ない ので ある。 従って この 曲った 標柱は 天然 自然の 滑 



頭 を 割る のであろう。 

「心境の 変化」 という 言葉が 近頃 一 時流 行った。 「気 

が 変った」 というのと 大した 変り はない が 新しい 言葉 

に は 現代の 気分が あると 見える。 「私の 心境が 変化し 

た」 というの は 客観的な 云い 方で ぁリ、 自分の 心 を 一 

つ の 現象と して 記述 するとい う 点で ともかくも いくら 

か 科学的で あると T 君が いう。 なるほど、 そう 云えば 

「結婚 を やめた」 「中止した」 というよりも 「結婚が 解 



す き や ぱ し 

銀座 四 丁目から 数寄屋 橋まで 歩いて、 それから 廻れ 

右 をして 帰つ て 来る とや はり もとの 同じ 銀座 四 丁目に 

帰って来る。 廻れ 右の 代りに 廻れ 左 をして 帰っても 同 

じで ある。 これが 物理的 物質的の 世界で ある。 A から 

出発して B へ 行って から 廻れ 右 をして 帰って来 ると、 

もう A は 消えて なくなって C になって いる。 廻れ 左 を 

して 帰る とそれ が D になって いる。 これが 心の 世界で 

ある。 

七 



今朝 五 時 頃に 眼が 覚めて 床の 上で うとうと している 

とき 妙な こと を 思い出した。 子供の 時分に 姉の 家に 庫 

次と いう 眇 目の 年取った 下男が 居た。 それが ある 時 台 

所で 出入りの 魚屋と 世間話 をしながら、 刺身包丁 を 取 

り 上げて 魚屋の 盤台の 鰹 の 片身から 幅 一 一分く らい 長 

さ 一 尺 近い 細長い 肉片 を 巧みに そぎ 取った。 そうして 

その 一 端 を 指で つまんで 高く 空中に 吊り下げた 真下へ 

W 向いた 自身の 口 を もって 行って、 見る 間に ぺろぺ ろ 



転向が 新聞紙 上で 続々 として 報道され ている。 後世の 

頭の いい 史家で ョ ー ョ— と マルクスの 関係 を 論ずる も 

のが 出ない とも 限らない。 七月 下旬に 沓掛へ 行った と 

ほと とギ J す 

き は 時鳥が 盛んに 啼 いたが、 八月 中旬に 再び 行った 

とき はもう 時鳥 を 聴く ことが 出来なかった。 すべて は 

かんすう 

時の 函数で ある。 

十 一 

赤い カンナが 色々 咲いて いる。 文字で 書けば 朱と か 

紅と かいう だけで あるが、 種類に よって その 赤い 色が 



この 世に またと あろうと は 思われない。 古来 数 知れぬ 

刑死 者の 中に もお そらく は 万 一 の 助命の 急使 を 夢想し 

てこの 激烈な 楽しみの 一 瞬間 を 味わった 人が 少なくな 

い であろう。 

十四 

日本人の 名前 を 口— マ 字で 書く のに いろいろの 流儀 

が ある。 しかし まだ 誰も T.oyo 闩 omi Hide Yosi と い 

う 風に 書く 人 はない ようで ある。 しかし、 そう 書いて 

はいけ ない という 絶対的な 理由 はない ようで ある。 い 



わ ゆる ィニシ アルで も、 T.T. とだけ では、 例えば 自分 

と 同 番地の 町内に つい 近頃まで 四 人 もいた。 しかし、 

T. T. H. Y. と いう 風に 四 字の 組合せな らば 暗合の チヤ 

ンス はずつ と 少なくなる。 尤も 大井 愛と いったよ うな 

姓名 だと 〇0I Ai で 少し 短 かすぎ、 また Ty6SoGaBe 

闩 ひ R6 Za E Mon では 少し ごたごたし 過ぎる かもしれ 

ない。 但し、 漢字で かくのと 大した 変り はない。 それ 

にしても 日本の 学者の 論文が 外国に 紹介され ると きに 

別人の 仕事が 同 一 人の 仕事の ように 取扱 われる ような、 

よく ある 混同 を 避ける に はこうい う 新案 もい いか もし 

れな いので ある。 もう 一歩 進んで 姓名の 代りに 囚人の 



ように 三 一 六 五八 九 二 四と いったよ うな 番号 をつ ける 

のも最 合理的な 一方 法で あるか もしれ ない が、 そうな 

るの はや はり 悲しい。 

(昭和 八 年 十月 『文芸 評論』) 
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